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問
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け
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玉
村
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め
ぐ
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榖
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を
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し
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と
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納
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与
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九

盯」
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小
作
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麻

铒
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-
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反
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畝

3

_

「
.

畑
方
笨
町
五
献
六̂

:

:

計
七
® !

^

あ
る
。
但
し
、
他
村
に
所
持
す
る

.

小
作
入
付
地
は
、

こ
れ
に
含
ま
れ
で
い
な
.>

'

:

.

他
村
既»

ぬ
小
恨
敗
は
殆
^
知
る
と
と

」

は
：で
：き
.な

い
が

、
：矢

保

：ニ
'彐

の
小
作

■
:

に.

相
当
す
る
質
地
小
作
地
が
；あ
っ
た
。

_

市
は
& ;

ら
年
貢
諸
，夫
銭
を
負
担
す
る
契
約
に
な
つ
て
い
る
の
で
、
>

」 

の
小
作
地
は
約
一'
町
七.

反
に
：四
敵
す
る
で
あ
ろ
ぅ
。

この
よ
ぅ

な
質
地
小
作
地
が
年
々
‘ど
れほ
：ど
で
あ

つ

た
か
知
る
こ
と 

は
で
き
な
い
。

文
政
ニ
年
の
.質
地
差

引

帳

に

ょ

れ

ば

同

年

か

ら

文

政

九

年

に

.至

る

ま
.

で
の
間
、
質
地
は
田
畑
合
最
高
九
反 

力
ら
最
低
ナ
献
ぐ
らV
で
：あ
つ.

た.
.
.
.

第
四
節
で
述
べ
る
湯
本
家‘

の.

^

大
な
農
民
に
対
す
る
貸
付
を
考
え
る
と
意
外
で
あ
る 

が

、
現
在
ま
で
に
使
用.

し
得
た
史
料
ょ
り
得
ら
れ
た
質
地
小
作
地

.

は.

比
較
的
僅
か
：で
あ
っ
た
。

湯 本 家 手 作 米 • 小 作 米 収 納 高第 1 表
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斯
片
的
な
若
干
の
.史
料
よ
り
得
ら
れ
た
小
作
料
.は
田
方
反
当
一
石
前
後
、
畑
方
同
金

一

一

分
程

で

あ

っ

た

。

年
貢
を
小
作
料
の
五
割 

四
傣
の
小
作
料
.は
ほ
ぼ
.：

「

町
七
反
の
小
作
地
に
相
当
す
る
で
知
ろ
ぅ
。

と
み
な
せ
ば
、

第
一
表
は
諸
»-

取
^

帳
よ
り
得
だ
湯
本
家
の
手
作
米
見
び
田
方
小
作
料
を
示
：す
9
 

.小
作
料
ば
必
ず
し
も
総
貌
で
は
な
、，
で
あ
ろ
ラ
パ
、
約
一
ぼ

♦ 

.

.

.

.

. 

'

七

反

か

ら

五

反

ぐ

ら

，ぃ

9

小
作
驰
に
湘
当
す
名
。
と

9

小
作
料
攸
.

す
べ
て
崎
玉
村
濃
民
か
ら
納
入
さ
れ
た
も
の
で
、
.質
地
小
作
料
と
名
田
小
乍
料

ら
次
の
機
会
に
譲
り
た
い。

’ 

■

：
3

宋
^
^

市
場
；9
蕭
問
題
.
^
:
1
1

亩
学
会
雑
誌
第
.芄
：屮
涂
卷
第
3
#

。

第 2 表 規 模 別 所 持 * 耕 作

階 : 層 所 持 耕 作
小 作

人 付 .
小 作

ニ  3 5 R . 6 戸
5 戸 2 戸 1 戸

3 5  〜 3 0
3

3 2 1

3 0  〜 2 5 3 3 0 0

2 5 - 2 0 8 9 1 4

2 0 - 1 5 1 5 2 6 3 1 4

1 5 - 1 0 3 5 3 8 2 2 7

• 1 0 -  5 5 7 5 7 1 3 0

5 〜 0 7 0 5 6 4 1 1

0 V:. 2 2 0 0

が
含
ま
れ
て
い
る
め
で
あ
ろ
う
;0

他
村
の
小
作
地
.

が
..

不
脚
で
あ
る
が
..
'
*
-手
作
米
生
產
« :

を
み
れ
ば
そ
明
.

ら
が
に
嘉
永
.

：ニ
年
に
比
し
> 

手
作
地
は
増

V

 

.

.

•

 

...

大
し
て
い
る
。
即
ち.
一
一
一
ヶ
年
平
均
手
作
米
は
約
四
一
一
右
で
あ
り
、
反
当
生
産
量

.を一

一
石
と
.
.み
れ
ば
、

—*
.一：町.一:

反
に
な
る
，

§

一.
石
五
斗
な
ら
ば 

1
1

町
八
反
で
あ
る
。
嘉
永
ー1
年
の
手
作
地
.に
.対
す
る
小
作
地0:
比
率
と
'、
手
作
地
の
規
模
、
及
び
こ0

よ
う
な
田
方
手
作
地
の
増
大
を
考
え
併
せ 

れ
ば
、
湯
本
家
の
農
業
経
営
ば
明
ら
が
：に
手
作
地
主
経
営
で
あ
る
と
い
え
よ
う

。

' 

r

 

\

そ
れ
.で
はこ

の
よ
う
な
湯
本
家
の
'経
営
規
模
は
、
.
村内
に
お
い
て
ど
め
よ
う
な
位
置
に
あ
ダ
だ
で
あ
ろ
ゔ
か
。:

箜

豪

は
第
一
表
と
同
じ
く
、
 

^

.

^

.

1
 

0
 

4
 

.

4 

7

:

0

1°
 

.

同
年
一
の
五
人
組
帳
よ
り
作
製.し
た
：も
一
の
で
、

：

規
模
別
の
所
持
.;
:
耕
作
及
び
耕
作
者
中
乜
小
作
人
、
.
小
作

作
y

:民

■

丨
' 

^

I

入
付
戸
数
を
示
す
，
こ
の
表
に
よ
れ
ば
、
ニ
町
を
境
と
.
.じ
て
.

明
確
な
区
分
が
'

あ

る

マ

；
即

ち

ニ

：
町

以

上

の 

彩
.

个
-̂
2

 

2

.
 

o

 

1

 

3

 

2

.

1

-
 

4

.

.

.

.

0

.

i

:

: 

丫
層
は
規
模
別
に
み.た
所
持
ー
尸
数
と
耕
作
戸
数
が
殆
ゼ
不
変
で
あ
る
が
、
-1

町
以
下
の
'層

は

耕

作

戸

数

.が

4*r* 

. 

戸

_

 

,
1

 

5

.

3

 

3

:

0
26
38
57
56
2

 

:

，増
大
t

、
ま
た
：五
.

反
束
満
の
層
は
耕
作
戸
数
が
減
少
じ
て
い
'

る
。<

こ
の
.

一：一
町
以
下
の
層
の
■所
持
戸
数
と 

模
一
-

-

-

-

-

-
1

-

-

-

-

-

-

-—

_
_

_

_

_

_

_

_

.

规

持

^

 

3

 

3

 

8

 

5

 

5

 

7

 

0

2\

耕
作
戸
数
の
喰
違
い
は
明
ら
か
に
小
作
に
よ
っ
て
も
だ
ら
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
層
の
小
作
入
付
は
い
ず 

ほ

丨
.、

•

■

.

.

」

'

-.

れ
も
小
規
模
で
あ
り
、
手
余
り
地
の
貸
付
で
あ
ろ
う
。
所

持
•

耕
作
零
の
層
は
、
所
持
者
の
一
人
が
小 

第

u

.

 

1

0-
2

l

o-
l

^ l
o-
s-
.

p
 

.作
に
よ
っ
て
五
反
未
満
の
層
に
上
昇
し
、
逆
に
所
满
高
五
反
未
満
め
.一
人
が
全
耕
作
地
を
小
作
に
出
す 

L

i

—
.'
,'.
,:
.

!

•■
.

:•
,

こ
と
に
よ
っ
て
、

'

耕
作
地
零
の
層
に
転
落
し
て
い
る
。

' 

こ
め
よ
う
に
、
小
作
が
所
持
規
模
と
耕
作
規
模 

に
分
離
を
も
た
ら
し
そ
い
る
が
、
.
.そ
‘

の
差
は
少
な
い
と
い
え
る
。
全
体
之
し
て
.

み
'

れ
：ば
、
.所
持
規
模
が
そ
の
ま
ま
耕
作
規
模
に
反
映
し
て
い
る
の 

で

ふ
.̂
'

、そ
の
旗
因
は
小
作
賢
付
地
め
少
な
さ
、
そ
れ
'r
.

応

ず

る

小

作

地

規

模

，
の

零

_

懷

に.
あ
5

.

即

ち

、
—

耕

作®
'®

一
--
*
一
一
 

ニ
町
余
に
対
し
、
 

小
作
地
は
1

2

町
余
で
約
.

：
ー
.
赚^

す
ぎ
な
い
©-

ゼ
於
る
。
更
^

&

技
が
ら
の
也
鑑
供
給
は
み
：
一'
:町
余
.で
全
小
■作
地
の
1

一
。ハ
I

セ
.ン
ト
に
す
ぎ 

が
.

^

従
っ
て
崎
S'

村
で
は
小
作
制
が
未
発
達
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
な
状
態
に
お
い
て
、
湯
本
家
の
み
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
か
な 

り
の
小
作
入
付
地

(

全
小
作
地
の
.

辛
五
.

パ
ー
ホ
.

ン
'

ト
ド
_

玉
杖
小
作
地
の
：六
七
。ハ
ー
セ
ジ
ト̂

を
も
づ
，.て
敗
るa
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：
町

以

下

め
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：
み

.
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ら
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上
の
層
に
あ
っ
-

て
も
、;
小
作
貸
付
地
.

は
.

零
細
な
規
模
で
あ
る
か
ら(

こ
0'

点
は
次
稿
で
詳
説
>、
湯
本
家
が
給̂
:

唯
-ー
.の
崎
玉
村
に
，私
け
る
小
作
地
供 

給
者
で
.|>
:

っ
た
.

と
い
.

え
る
0 

-ベ
'

:̂
£

 

ニ.

町
五

.

反
以
上
の

#

作
者
は
；五
人
い^:
が
で 

-

. 

^
 

-

V

-
 

.
 

^

.

六
：左
衛
.

門
1.
.

;
 

J

 二
八
'1

:
.

歃
o

一
步
：

.
' 

■ 

'
:'
■

へ
：.'定
次
郁
：

：

？

■

 

ハ
::
.

'

V
 

:

- :
'

:

へ、

.
:
\
.
'

'- 

.

.

久
兵
衛
' 

1
.

 

一一■五 O

 

畝
〇
1

步
.

.

;

.

.

;

:
 ノ̂̂
 

. 

A

 

^

 

.

V
 

や
は
り
湯
本
家
が
経
営
面
積
で
も
群
を
抜i

v

い
る
。
:

ゾ
M

 

.

.
こ
の
ょ
ぅ
な
規
模
に
お
げ
る
湯
本
家
の
地
主
手
作
経
営
の
托
容
は
ど
ヶ
で
：

fc
'

:

ofcか
"
：

^，
こ
で
問
題
と
ず
る
期
間
に
お
け
る
湯
本
家
&
農
業
生

....'- 

-
 

.... 

,.
-

. 

.
 

-

産
物
は
、、
田
方
の.
み
直
接
知
か
得
る
が
，
：そ
、の
：生
塵
尚
は
先
に
掲
げ
た
如
く
で
あ
る
。

畑
方
に
つ
い 

て
は
諸
穀
取
引
帳
に
瑰
わ
れ
る
販
売
量
と
夂
断
圯
的
に
两
わ
れ
た
菜
種
‘
綿
の
自
家
消
費
分
の
み
が 

わ
か
る
。
II

売
さ
れ
だ
米
以
外.の
農
作
物
は
、

〕

大
麦
及
び
.そ

の

加

工

品

，
た

る

挽

割

.

.
•小
麦
‘

大
豆
‘

.
小

豆
.

木
綿
等
殆
ど
雑
穀
類
等
で
：あ
ヶ.>:
'

木
綿
‘

Q

も
，つ
.ゥ
ェ
ィ
ト
は
僅
か.で

あ

る

。

第
一
，
一
一
表
の
木
綿 

販
売
量
を
次
節
の
湯
本
家
穀
屋
取
引
暈
と
比
較
さ
れ
た
い
。
木
綿
は
全
取
引
量
か
ら
み
て
も
、
ま
た

•■. 

\
 

-
..: 

. 

. 

■ 

ノ 
. 

■

米
以
外
農
作
物
の
販
売
量
か
ら
み
：

K
も
、
そ
の
重
要
性
は
少
な
か
っ
た
。
ま
た
自
家
消
費
分
に
つ
い

て
ほ
: '

嘉
永
四
年
に
崎
玉
村
綿
屋
源
太
郞
に
：

"

：
ょ
り
綿
五
貪
七
〇
〇
目
を
加
工
さ
せ
、
そ
の
ほ
か
、

.

.

.

.

.

. 

.
•
. 

.
 

. 

.
 

•.
 

-
 

•

し

の

ま

き
--
*

貫
六
〇

o

目
、
小
袖
わ
たf

l
o .

o

目
を
加
工
さ
せ
て
い
る'

 

ま
だ
：翌
年
も
同
じ
く
源
太
，

表 木 綿 販 売 &  

舨 売 量 価  額

第

年 度

1

1

5

 

2

 

2

 

0

 

8

 

o

 

4

 

7

 

3

 

1

1

 

2

 

4

 

4
-
4
 
1
:

1両1ご

2 2
2 2 
1 1  

1

貫 

.
表

2 o
 

0
0 
0 6
 
o
 
o
 
o
.

 

5
 

8
 
8
 
0
 7
 17
 
o
 
o
.

 8
 

•

2.
5.
5.
2.
2.
1.
9.
1.
3.
実 
2 

3 

2 

'•
 

2 

1

年

..

2

 

3

 

4

 

7

,

11
13
14) 

6

 

元

保
.
 

永

政

■

天
-
'

.

嘉
：.安
.

年 度 大 麦. 挽 割 ' 小 麦 . 大 ? づ、 豆 大 根 さどいも い も

天保元苹 11均 3依 2斗 260本
2 、 1,380合 25 2 v 450合

3 42依 16 4 , 3 依

' 4 850ft 9
» - ■

2
» .

5 18W 1 340

7 33 2 100 }

. 8 

9

29

9

14

1

23

2

40

10 9 13 :1 0 6 ；

11 61 10 2 1 1依

12 18 8 2 160 ' . ..

13 52 23 11 * . ■■

14
• • . '  . ' ' • :

嘉泌6 ■ *. *

1,908 15莨 • 113K

安政1 2

- -" 'て...
2斗

15

に > .

上
り

綿

5

五

O
O
目

二

き
わ
た

五 

貫

六  

〇

Q
日

郎
第4 表 湯 本 家 雑 殼 • 蔬 菜 販 m m

I、

ふ
と
ん
綿
三
實
目
を
加
卫
さ
せ
て
い
.

る
。.

こ
.の
自
家
消
費
分
す
べ
て
が
湯
本
家 

■•

の
自
家
生
産
.

で
あ
各
か̂

5

か
不
_

で
あ
石
が
、
先
き
の
販
売
暈
を
み
れ
ば
、

(

商
品
生
産
と
し
て
CD
'

.

木
綿
の
重
要
性
ほ
殆
ど
無
視
し
得
る
。

ま
た
菜
種
に
閨
し
て
は
、
販
胄
ま
に
全
く
現
わ
れ
ず
，
在
村
の
油
屋
に
委
託 

;

加
エ
さ
せ
て
'
:い.
.

る
の
み
で
あ
：る
。
嘉
永
六
年
办
油
屋
掘
ロ
喜
兵
衝
の
抽
通
帳
に 

。
ょ
.

れ
ば
、
同
年
の
菜
種
委
託
額
ば
.

一
：右

三

斗

余

、

翌

安

政

元

年

は

：
一

石

ニ

斗

余 

:

で
あ
つ
£
:
。;,
こ
0

菜
種
か
ら
絞
ら
れ
た
油
は
約
ニ
石
七
斗
で
あ
り
、
湯
本
家
は 

--

そ
れ
で
は
足
ら
ず
:

嘉

永

六

年

に

は

：
ー

石

四

斗

、

'

.

安
政
元
年
に
は
一
：石
の
油
を 

y

喜
兵
衛
か
ち
購
入
じV

い
る
。
ま
た
、
：安
政
三
年
：に
は
油
屋
佐
兵
衛
の
、
同
五 

■'
■

■

年
に
は
*.

ロ
倉
之
助
，.

(

喜
兵
衛
の
相
続
入)

め
油
通
.

帳
が
あ
る
が
、
菜
種
の
委
託 

:

加
工
は
全
然
な
く
、
す
べ
て
を
購
入
t

:

て
い
る
。
'

以

上

：
の

点

か

ら

し

て

、
.
菜

種 

.

生
産
は
商
品
生
産
で
は
'

な
X

，

ま

た

：自

家

消

費

分

.■

を
"

力
ヴ
-r

丨
す
る
生
産
量
も 

-

^

 

. 

. 

•

'

ン
：

故
'

に
、:

湯
本
家
の
烛
方
経
営
は
主
と
：じ
で
雑
穀
面
に
そ
の
力
点
が
置
か
れ
て 

.

.

い
允
と
い
え
る
。
第
四
表
は
取
引
帳
に
：現
わ
れ
た
雑
穀
及
び
蔬
菜
'

の

販

売

量

.
で 

一
あ
る
。
但

1>

、
#

形

取

引

と

：
手

数

料

売

買

ば

除

い

.

て
あ
る
。
.;
'

ま
た
、
小
麦
藁
の 

ょ

ぅ

な

副

産

物

も

'

£

:

の.
表̂

は

：の

せ
^

い
.

な
.

い"

-•

の
雑
榖
生
産
を
商
品
生
産 

:

の
観
点
よ
り
み
み
な
ら
ば
、/
そ
.

の
意
義
汰
決
し
て
高
い
_

と
#

え

な

い

。

か

な

.り

;
 

i

五

a

 

ニ 
0

九)

武
蔵
国
埼
玉
郡
に
お
'け
る
地
主
経
営



第 5表 f易 本 蹲 年 麗 覧

年 度 弘 化 4 年 嘉 永 元 年 . 同 2 年 同 3 ^ 同 4 年 同 .'.:..5 ..年

年雇数

給 金  

返り金 

貸 金

無給金

備 考

男 女  
2 人 0 人 
両 分 朱 文
7.1.0. 0

2.0.0. 0 

6. 3, 0.1, 375

男 女  
5人 1人
両 分 朱 文

21,3.0. 2 

1.2. 0, 0 

27, 0.0,11,668

男 女  
4人 1人 

_両分朱… _ .文 
13.1.0； 0

4.2.0. 3,557

17.1,0.12,499 
男 ' 女 
1人 1人

；. ：r.,-：'

. . . . ' ' : : : •

;男 , 女 
4人 2人

，雨 分 朱 文
10.3.0. 0

4.0.0, 657

3. 3. 3.5,341 
男 .女
2人 0人

.… ；

男 女  
5人 1人
両分U 文 

20. 2. 0. 0

9. 0. 0. 568

8. 2. 2, 9: 605 
男 ^ 女  
1人 0人

......,>,

男 女  
5人 1人
阿分朱，..文 

12. 2.0. 0

1.2. 0. 0

11.1.2:7,268 
由 女
1人 0人

年 度 _同 6 年 •安威元年 同 2 年 同 3 年
f

同 4 ^年 同 5 年

年雇数

給 金  

返り金

^  :金■

無給金 

備 考
y' •' '

% 女 
3人 0人 
両 分 朱 文
9. 2.0, 0 

2.2.1,045
男
1人

男 女
4人 1人 
両 分 朱 文  

12. 2 . 3 . 164

6. 0. 0. 0

5 .0 .1 .2, 552
.'勇
2人

男 女  
3 人 0人 
両 分 朱 文  
8.0. 0. 0

3.2.0. 0

8.1.0.10.889 
男
1人

男 女  
4人 0 人 
両 分 朱 _文 

18； 2.0. 0

4.2.0. 0

2.0.0, 680

男 .女
1人 2人
両 分 朱 文

17.0.0. 0 

1,1. 0.  ̂ 0 

8. 0.1.3,003

女1人12,3ヶ年 
季，3年分給料 
先取り

男 女  
1人 2人
両分朱. '...'.文 
8. 0. 0 . 156

1.1.0. 0

5.2.0,2,200

:'
:

:の
販
塵
卑
の̂

っ̂

关
保
士
‘

年
に
較
い
.

^

^

:

.

で

あ

る:'
;'0

.同

年

の̂

作

米

：生

書f
ir
t

知

り

得

な

い

が
 

>

:

例

え

：ば

嘉

永

六

年

に

.

.

一0
'

.

1

九

儀

フ

：
：金

額

迄

1>

て
入
-1
1

の 

. 

確
か
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
後
述
す
る
よ
う
に
、.

天
保
年
間
と
安
政
年
問
- 

に
‘

は
湯
本
家
の
. 

榖
屋
経
営
に
大
き 
•な
断
絶
が
あ

る

が

、
 

そ
れ
と
相
応
し
て
、

.

.嘉
永
以
降
雑
穀
販
売
量
が
激
減.す
る
と
と
ば
、

こ
の
期
間
，に
畑
方
経
営
は
自
• 

給
的
性
格
を
強
く
し
で
，い
つ
た
と
：い
^

る
。、
従

；っ.て
換
金
作
物
の
見
地
よ
り 

ず
る
な
ら
.ば
、\-
湯
#

^

:

£̂:

っ.
て
米
作
が
最
も
重
要
で
あ̂

と

、ノ
い
得
る
。

'

勿

論

、
嘉

永

「

，.
安

政

期

に

お

：け

：る

|

0

〇

俵

前

後

の

米

が

す

べ

.

て

販

売

さ

れ

、 

'

湯
* -

家
の

：収

益

：と

な

っ

农

の

で

は

な.く

、
|

部

は

自

家

消

費

分

と

，し

て

、

p

 

'

部
.

は

年

貢

と.
^

て
、.
.現
物
形
態
で
納
入
さ
れ
た
分
を
、
控
除
し
.
た
残

^ *

が
、
 

現
米
乃
至
酒
で
：掘
売
さ
れ
た
の
で
灰
.

ゥ
：、
後
述
す
る
榖
屋
経
営
や
酒
造
経
営 

.

に
.

お
け
るA

J
.

の
手
作
米
は
、ぐ
取
引
額
中
大
な
る
ゥ
-H

イ
ト
は
も
た
な
ぃ
と
し 

て
も
、
農
業
生
産
物
中
に
.

お
け
る
米
の
重
要
性
は
：充
分
認
め
な
け
れ
ば
な
ら

‘
 

*バ
.こ
の
う
ち
か
ら
代
金
納
及
び.手
形
：f

を
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

■
最
後
に
雇
用
農
業
労
働
者
に
つ
い
て
簡
単
に
.

ふ
.

れ
て
み
よ
う
。
こ
の
農
業 

労

働

者

は

年

季

奉

公

人

と

，
日

雇

奉

公

人

が

あ

.

り

、.
崎

玉

村

に

お
.

い

て

は

後

者

，

が
重
耍
で
あ
っ
た
こ
と
は
す
で
.
に
前
稿
で
述
べ.
た
，

.

(

前
掲
拙
稿
三
四〜

九
。へI

ジ)

。：.
ご

專

は

湯
本
家
の
：摩
用
労

働
者
に
つ
，い
-て
考
察
し
て
み
た
：

い
。
第
五
表
は
作
奉
公
人
給
金
帳
よ.り
得
た
、.年
季
奉
，公

人

の
，一
覽
表
で
.あ
る
。
こ
，の
■
表
に
よ
れ
ば
、
'同
期
中
に
最
高
六
人
か
ら
最
低
ニ
入
の
年

, 

• 

.

雇
が
常
時
雇
用
さ
れ
て
い
る
。

.」

手
'作
反
別
を
常
時
九
：町
前
後
と
：

.み
：た
と
き

.

、

六

人
の

年
季
奉
公
人
数
は
著
し.く

労
力
に
不
足
を
来
す
と
は
考
え
ら

...
 

.

.

. 

.
 

*
 

.

.

.

.

れ
.

な
い
。
む
し
ろ
主
た
'
.る
労
働
力
0

提
供
者
は
こ
れ
ら
年
雇
に
.

あ
る
と
い
え
る
。：
こ
の
点
.

で
他
の
経
営
と
：異
質
な
点
を
湯
本
家
は
も
つ
こ
と
に
な

る

.
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こ
の
年
雇
め
出
身
地
は
崎
玉
村
.

に
多
く
、'。前
掲
表
に
あ
，る
•

年

雇

実

数

男-：
：
一
人V

女

七

人

中

、

.
男

一

四

人

、

.

女
四
人
が
崎
玉
、村
出
身
で
あ
る
。
 

他
は
い
ず
れ
も
周
辺
農
村
で
あ
ぶ
。
：
階
層
別
出
身
に
：っ
.

い
て
ほ
前
掲
書
第
九
_

 (

三
七
べ
1

:

ジ
：

)

.

を
参
照
さ
れ
た
.

い
。
給

最
高
六
両1

一
分
ま
^
で
あ
る
。
ぺ
ま
た
年
季
は
作
奉
公
人
給
金̂

で
は
知
り
.

得
な
い
が
、：

公
人
請
状
.

に
よ
れ
ば
ニ
年
季
が
多
い
f

そ
の
他
の
言
R

.

.
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す
べ
き
点
と
し
て
、
返
り
金
•

負
債
返
済
.

の
'

為

；
の

無

給

金

奉

公

等

が

；
あ

：名

。
：
：
返

久

金

に

'

つ
へ
い
て
は
先
ビ

 ̂

こ
れ
.

は
_

0

高

低
•

年
季
の
長
短
等
と
は
無
関
係
に
.

ー
年
め
期
限
を
も
.

っ
^,
«>

霞

.

^

れ
各
も
の
セ
あ
る
ィ
そ
の
類
や
利
率
も
袁
ち
'

ま
ち
で
.あ
各
广

/ 

: 

.

へ
 

•

最
高
四
両
か
、ら
最
低

1

両
め
ひ
ら
き
が
あ
り
、
利
率
も
一
.

i

割
か
ら
.：一
割
七
分
と
様
々
で
あ
る
。
返
り
金
も
負
廣
で
あ
る
が
、
そ
の
他
、
奉
公
人
の

-

.
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殆
ど
は
勤
期
間
中
、'.
麓
令
め
名
目̂

金
#

借
ゥ
':
'

'

こ
れ
；に
返
.

り
金
及
び
利
子
を
加
克
た
も
.

の
'

が
：年
度
末
の
負
債
に
"

な
る
(0

:
セ
あ

負
債
を
返
済
で
き
な
い
も
の
は
，

磐
質
的
に
は
；無
給
金
で
、
即
ち
i

で
負
僂
を
返
済
中
る
為
際
翌
年
%

苒
び
契
約
を
延
長
せ
ざ
：る
を
得
な
く
な
へ

る
。

M

っ̂

返
り
金
は
湯
本
家
が
奉
公
入
を
確
保
す
る
の
ヒ
非
常
に
有
効
が
手
段
で
あ
ろ
へ
#

^

:

日
雇
に_

し
，て
は̂

知

る
-

と.
.

は
で

#

な

か

.
っ

た

彳

安

政

ー

ー

年

の

日

せ

を

も

つ

平

茧

趴

^

を
渡
通
帳
に
よ
れ
ば
、

:

平
五
郎
は
勤
日
数
よ
り
み
：
 

て
明
ら
か
に
日
雇
で
あ
る
。
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'
'

し
か
し
同
年
の
：作
奉
公
人
給
金
帳
に
平3:

:

郎
の
名
前
は
見
当
ら
な
，か

(

っ.

た
;'
;:

0
ま
た
作
奉
公
人
給
金
帳
に
，所
収
さ
れ
て

镑

日

歡

の
^

金
：0
項
目
に
'
:
;

「

：是
ハ
1:

展
«
_
1
:
:
而
渡」

，
と
あ
る
：;°
こ
：の1.

1

点
か
ら
、
：
'
作
奉
公
人
給
金
帳
は
生.
と
U

:
て
年
雇
の
'帳
徵
で
あ
り
、

日
雇

.
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簿
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.

に
：
づI

波
^

i

ぶ
は
殆
«:

で

ぎ

な

い
：
$

要
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
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。
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湯

本

家

處
.

引

產

す

裏

料

は
>

"

諸

色

売

藝

、
ま
た
は
履
取
引
帳
と
，題
さ
れ
る
帳
薄
：で
、.

天

保

筆

か

ら

十

四

蓄

で
S

 

•

し、
 

年
は
次)

'.
:■•■

と
、

' 

嘉
永
六
年
が
ら
裏
苎
年
に
萆
る
ま
で
が
.

、：
巴
の
節
の
表
題
0;

記

述

吃

使

用

し

得

石

。

-;
:

そ

れ

以

後

の

分

は

殆

ど

日

用

品

の

溝

入

の
 

;

み
.

を
.

記
.

入

：し

；
て

あ

ス

嘉

f

降
穀
屋
経
営
は
行
な
お
れ
て
.
.い
：
な

い

の

セ

、

こ

と

^

は
.

天
保
期
と
嘉
求
：•
安
政
期
を
対
比
さ
せ
.

な
が
ら
、
湯
本
家

..
'

.

0

榖
屋
経
彆
を
考
察
し
た
.

い
,

'

へ
'.入
 

V
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-

■.联
引

内

容

は

戚

述

し

た

よ.ぅ
に

、-
米

ぃ

，
雑

穀

：

蔬

莱

.，
太

辙

：
'
農

業

副

産

物

人

小

表

藁

：•：糠
等)

‘
干

鰯

で

あ

：.る
。■

米

は

現

米
*:
手

形

•
蔵

米

が 

'.あ
り

マ

そ

の

最

は

年

に

ょ

づ

尤

異

な

右

が

、
i

s
一
 

1者
の

総

訊

価

額

：ぼ

全

取

引

量

の

大

部

分

を

占

め

名

。
.雑
穀

は

：殆

ど

購

入

が

無

い

の

で、
J
 

匀

は

湯

本

家

の

手

恨

り

分.の
販

売

で

あ
.ろ
ぅ

。

%ヾ-
っ

ど

も

年

：に

ょ

り

武

士

爽

い'.は
商

人
^
^
^

~

萧

し

た

こ

：
：と
：
は
；着

：
た

。

'

木
綿
は
前
恭
の
：如
く
で
お
り
ご
小
麦
藁
も
微
少
で
あ
る
，
¥

他
の 

年
は
購
入
の
み
で
^ ;

る
。
明
ら
が
に
干
鰯.

は
#

家
消
費
分
を
ー
主
：
ど

.

じ
た
購
入
で
，あ
ヴ
：、
：売

 

い 

ず
れ
に
せ
ょ
、.
干
鰯
は
取
引
の
主
要
部
分
で
は
な
い
。

 

r 

*
 

'
取
引
量
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は
：前
掲
書
三
八
べ
.丨
ジ
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照
。'-
:

入
以
上
の
i

s

に
、
湯
本
家
の
榖
屋
髮
営
'

は
*

の
：売
真
を
中
心
；と
し
て
：い
る
。
故
に
こ
房
は
米
办
取
引
を
中
心
と
し
て
考
察
し
で
み
た
い
。

.

.

.

第
一
図
は
湯
本
家
め
米
取
引
価
格
及
び
取
引
量
を
図
示
し
.

た
も
の
で
i>
•

る
。
と
め
囪
に
従
ぇ̂

 

取̂

の

性

格

：を

区

.
分

し
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ち
、；
第
一
湖
は
天
保
元
年
上
基
年
ま
で
で
ぁ
づ
で
ノ
雙

M

T

図

餡
.

钟
辦
，
涞
T

d

fe
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皆

茶
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へ
唐
茶
^
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胀
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,
:

.

.

.

. 

.

.

.

. 

.

.
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蓉 A

j
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:

が
、
全
体
と
し
て
み
れ
ば
、
取
引
量
が
急
激
に
増
大
し
た
期
間
で
あ
り
、：.
：そ
の
ょ
ぅ
：な
取
引
量
の
变
：化
は
米
価
の
変
動
と
関
連
す
る
こ
と
が
ぅ
か 

:

が
え
る
。，.
例
え
：ば
天
保
七
年
が
ら

/\
年

に

か

けて
、
米
価
が
高
㈱

す
る
と

、
取
引
量
も
増
加
し
>

:

:

米
価
が
比
較
的
に
安
い
天
保
十
%.
:

が
ら
千
一
：
一
年 

.に
か
け
て
は
、
.

取
引
量
も
馨
す
る
。：
逆
に
米
価
が
下
落
す
.

る

十

ー

一

年

か

ら

十

四

.

#

の
時
期
.

は
、/.
取
引
量
が
肇
る
し
ぐ
増
加
し
て
：い
る
。
郞
ち
、
 

'

こ
め
期
間
の
取
引
は
投
機
性
を
か
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な
り
带
び
て
'̂

る
。：
事
実
、：：，

「

取
引
量
の
多
い
.

年
は
#

^

が
#

常
に
#
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ど
は
、
或
程
度
取
引
が
.投
機
性
を
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■:
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玉
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に
杈
け
る
地
主
経
営
.
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m 入 販 売

m
1 3人 10依 12人 2轉

2 7 150

3 1 23
米 4 1 25

手
1 7 59

2 1 24

3
形 4 2 131, - 』

手
1 1 ハ 2 1 1

数
2 11 53 1 55
3 1 1

料 4

手 1 2 5 2 •5
形 2
午
数 3
料 4

小
1 6 17 22 359

2 18 227 1 55

3 1 1 1 ■ 23
計 4 3 156 0 0

計 21 400 24 437
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篇
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叙
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ぃ
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れ
以
外
の
方
法
に
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っ
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手
し
た

_

へ；も
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販

売
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：
対

象
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で
：
あ

.
っ
た
し
、’
そ
の
意
味
で
は.年
賀
余
剰
米
の
販
売
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段
階
に
し
か
す

'
ぎ
な
が
.つ
：.た
と
い
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得
る
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な
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す
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。
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い
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八
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: 

.

旧

表

で
'
あ
る
。'
即
ち
、
：
先
0

西
頊
目
を
そ
れ
ぞ.れ

，
購

入

相

手

及

び

売

却

先

：
に

、

そ

の

.
取

引

量

':
.
'
'
.の
規
模
讽
に
.
.区

分

レ

て

あ

：
る

。

::
:

く 

- 

- 

_ 

;

■

:

■

'

:

-- 

- 

■ 

■
 

■-
 

■

-

V
 

:

4

ず
購
入
面
ょ
り
み
る
.

と
:;
"

湯
本
家
は
崎
玉
村
農
民
0

直
接
米
購
入
者
と
：し
て
の
機
能
を
殆

■

-

■

.'
::
 

:

■

,■
■
- 

'

 
.

-

ど
も
た
な
い
こ
と
が
わ
か.る

。
：
崔

か

：一

一

一
人
の
農
民
か
ら

I

〇
俵
の
現
米
を
買
入
れ
、：
：三
人
及
び

-

...
 

.

.

. 

•

'

同
じ
.

く

兰

入

暮

数

料

習

の
|

慕

|

い
|

|

な
$

^

:
す

る
米

：の
主
荽
供
給
源
：は
、
他
村
及
び
武
士
で
あ
^

こ

ゑ
は
同

*
に

ょ

っ

て

て

ら

か

で

あ

一

る

。

:

現

米

：
溢

村

、

手

形

は

武

：士

：：
に

ょ

っ

：
て

、

瘍

本

家

に

売

却

;§

丸
て
い
.
る
。〉

更
に
第
七
表
に
ょ
れ 

.
ば
、
現
米
ン■

形

米
'̂
'%

に
：

'r 

1

0俵

以

士

：：
の

3

.1
>

.
わ

：ば

大

：
ロ
(7

>
麂
手
に
ょ
っ
へ
て
供
給
さ
れ
た

'
.

も
.

の.
が
*H

荀
分
を
.

占
め
'

て
.，い
；る
。

■
'

丨
.

:

ビ”
'.
'
.

::

'.
、

'

.

-■■
.
'

:.
- 

一
 

一
■.

■•-
■

.

■
' 

. 

.

. 

:

..
'

.

■

.•

. 

•

 

:

ァ
^

の
：傾
同
は
販
売
面
に
和
い
て
も
、：:';
ほ
ぼ
妥
当
す
る
，
こ
：の
年
の
.湯
本
家
が
売
却
し
た
米
の 

"

大
半
は
崎
玉
村
向
け
で
あ
：る
が
、
.

第
七
表
に
.

み

ら

れ

る

：ょ

？

に

.

小

ロ.
の
.

取

引

量

は

少

な

い

.
。

即 

、
*

民

忙

对

す

る

餐

：め

供

給

者

：と
、
し

ゴ

<0

機

能.
は

も

：た

な
v>

の
で
あ
る
。
崎
玉
村
も
含
め



ー
て
''
'
,
,全
販
売
量
四
1

1

ー
四
俵
中
ゾ
璧

ぼ
、
：.崎

誉

8

珊

1

農
I

t

f

'

そ
れ
で
は
、
こ.

の

識

間

，に

瘍

本

家

と

交

渉

が

あ

っ

た

、
：
取

引

相

手

：
は
：ど

め

：ょ

.

ぅ̂
^
 

:

ま
f

奇
玉
村
か
ら
反 

上

げ
ょ

-5
。'.

'

同
村
に
ー
は
米
：の
主
要
な
供
給
者
は
な
く
、

.

い

ず

れ
.%

貿
：手
^ :

が

り

：で

知
^

'

で

あ

る

，

増

田

屋

に

つ

；
い

て

は

：前

に

も

述

べ

；た

.

が
、
湯
本
家
0

榖
崑
関
係
の
史
料
が
：始
ま
：.る
关
保
元
年
ょ
カ
、'-
こ,
の
：
期

間

の

殆

ど

を

通

じ

.

て
、：

湯 

本
家
ょ
り
米
を
購
久
じ
で
い
る
.

。
；
夫

倮

ニ

年

；は

僅

か

，
ー
ー

0

俵
疼
す
ぎ
な
な
^

ぃ
る

L

，.

そ
：の
他
の
年
に
も
か
な
り
の
量
を
購
A

し
て
い
本
。..
ま
た
、.
や
や
.

こ
れ
.

に
#'

る

が

、
、
同

じ

.

造
酒
屋
の
要
右
衛
門
も
、.
：天
.

保
九
年
の
'
|
〇

俵

を

最

低

と

し

て

、
：
天

保

十

四

年

：に
は
ニ
ー
ー
八
傣
を
買
入
れ
て

.

い(

る
: ^

ま

た

幾

七

は

酒
0

小

売

業

考

で

あ

る

が

、

天
保
七
年
と
九
年
に
ー
ー
ー
四
俵
を 

購
入
し
：て
い
る
。
'

.

:•
一
 

•

.

'
 

:

:
•'.

,

ゾ
.

.

'

.

:.
:

'

:

.

'

.:■

.

.

:

.

.

. 

、

- 

:

 

.

*

前
掲
書
四
七
ぺ
!

ジ
、
な
漱
名
前
を
伝
六
と̂

た
が
、
こ
れ
は
新
兵
衛
の
誤
り
で
あ
っ
た
。

.

V
 

'

次
に
崎
玉
村
周
辺
農
'#

に

眼

移

す

と

、
、
か

な

り

め

取

引

相

手

が

い

る

。

そ

，の

全

部

々

^-

べ.
る
.

の
は
煩
わ
し
い
か
ら
、
代
表
的
な
も
の
を
選
ん 

て
述
べ
て
み
た
V

北
根
村
幸
左
衛
門
は
前
に̂

述
べ
た
が
、
天
保
'

一.
一
一
一
年
の
，
一

'
.

七
九
俵
：を
最
高
と
し
て
，
他
の
年
%-
|

0

0

俵
以
上
の
米
を
湯 

本
家
に
供
給
し
て
I

る

ま

た
.

前
述
し
た
ょ
ぅ
に
、
彼
は
湯
本
家
を
通
1:

て
米
を
貢
1

こ
と
も
あ
り
、：

や
は
り
米
穀
取
引
鼻
者
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
::
.

:

'

'

,

:

 

,

.

*

r

掲
書
四
七
べ
丨
1

、
な
お
天
保
八
年
の
米
売
却
量
を
三
八
俵
と
し
た
が
、''
こ
れ
は
，手
数
料
取
引
分
の
み
で
、
そ
；の
ほ
，か
に 

一一一■
七
：俵
の
直
接
売
却
が
あ
っ

ま
た
佐
間
村
伊
賀
屋
音
右
衛
門
は
天
保
八
年
に
米
一
五
八
俵
、
手
形
六
ー
俵
合
"f
t

一

一

一

九

儀

を

購

入

び

、

そ

の

ほ

か

大

麦

一

六

^

、

挽

割

四 

俵
を
蒙
入
す
る
と
と
も
に
大
豆
三
;0

俵
を
手
数
料
を
と
-

っ
て
、
湯
本
家
に
売
却
し
て
い
る
。
彼
も
ま
た
穀
屋
で
あ
ろ
.

う
。
そ
の
ほ
か
村
ュ
不
明

で
あ
る
が
、
七
郎
兵
衛
な
る
人
物
も
紹
介
し
て
お
い
だ
。

，

.

 

.

:

•.

*

前
掲
書
四
七
ぺ
.

1

ジ
。
 

,

次
は
町
方
で
あ
る
が
、
湯
沐
家
の
取
引
先
は
殆
ど
'

行
田
に
限
ら
れ
、
そ
の
ほ
か
社
、.
鴻
巢
宿
と
熊
ヶ
谷
宿
に
ニ
'
三
の
榖
屋
と
交
渉
が
あ
る
に 

す
ぎ
な
い
。
行
田
に
お
い
て
、
湯
本
家
と
最
も
密
接
な
取
引
の
あ
っ
.

た
の
.

は
松
坂
屋
専
蔵
で
あ
る
0

松
坂
屋
は
天
保
四
年
よ
り
登
場
し
、
を
の
取 

引
内
容
は
規
米
•

手
形
の
売
買
、
大
麦
•

.

.

挽
割
'

大
豆
•

小
豆
の
購
入
、
干
鰯
の
販
売
等
で
あ
る
。
し
か
し
、
天
保
十
三
年
に
現
米
七
ニ
俵
.
手

4
, 

'
 

.

形
五
〇
俵
途
買
入
れ
、
翌
十
囚
年
に
手
形
ニ
四
ニ
俵
を
買
入
れ
、
反
対
に
一
.

〇
〇
俵
の
■

同

じ

く

手

形

を

売

却

し

：
た

の

■

が
最
大

Q

取
引
で
あ
り
、
他 

の
年
の
取
引
量
は
さ
し
た
る
紙
で
は
な
か
っ
た
。
要
す
る
に
町
方
は
、

'

 

湯
本
家
に
対
し
て
副
次
的
な
意
義
を
も
つ
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

'

,

，最
後
に
武
士
で
あ
る
が
、
彼
ら
は
湯
本
家
を
.

通
じ
：て
、
現
物
給
与
の
侓
禄
を
貨
幣
化
^
、
飯
米
或
い
は
小
麦
薬
等
を
湯
本
家
よ
り
購
入
し
て
ぃ 

る
。
そ
の
代
表
的
人
物
と
し
て
斉
藤
庄
右
衛
門
を
あ
げ
た
，い
。
天
敗
六
年
に
彼
は
、
一.
七
人
.

の
武
士
の
米
、合
計
三
.

〇
〇
m

を
湯
本
家
に
預
け
売
却 

さ
せ
、
ま
た
.

同

じ

く

ー

七

人

分

の

大

瓦

手

形

ニ

六

俵

と

ー

ー

ー

石

_
ー

 斗
！
！

升

を

湯

本

家
.

に
萎
託
し
.

て
い
る
。
.

即
ち
、
斉
藤
$

右
衛
門
は
こ
の
よ
う
な
^

 

土
俸
禄
の
貨
幣
化
を
担
当
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
天
保
九
年
に
は
；1

壬
ハ
俵
の
宇
形
を
彼
個
人
め
名
儀
で
売
却
し
て
い
石
が
'

:

す
べ
.

て
.

が
彼
の
'

 

手
形
で
は
な
く
、'.
-

こ
の
よ
う
な
委
託
売
却
が
そ
の
中
匕
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
，は
、
容
易
に
想
像
で
き
る
。
し
.

か
し
彼
の
米
購
.

，入，は少
量
で
あ
？
 

た

湯
^

家
と
取
弓
の
あ
っ
た
武
士
は
こ
れ
以
外
に
も
お
っ
た
'°

例
え
ば
天
：保
九
年
に
佐
野
九
郎
右
衛
門
は
_

 

ー0

六
俵
の
手
肜
を
売
却
し
て
い
'

 

る
.°

そ
.

れ

と

同

時

に

武

士

達

は

米

を

購

入

し

，
て

い

，
る

が

、

こ

れ

は

明

ら

か

に

飯

米

で

^

ろ
う
。：：
.

，
パ
，
.

じ
，

■
て
‘

,

以
上
の
よ
*o

に
天
保
期
に
お
け
る
湯
本
家
の
榖
屋
経
営
は
、
購
入
，-
販

売

ぃ

両

面

に

お

い

_

:

て
、
：直
接
生
產
者
た
：る
小
農
民
よ
り
も
、
村
方
の
米
'

 

穀
取
弓
業
考
.

酒
造
業
者
，
町
方
の
商
人
*

武

士

：等

と
.-
*

接
な
関
係
を
も
ら
て
い
^

ゾ
更
妹
村
方
に
お
_

け
_

在
は
、
d

農
民
の
年
貢
余
剰
米
、
•

或
：^

武
士
の
扶
持
米
を
扱
う
、
傭
通
組
織
.

の
.

存

在

を

想

像

さ

：
せ

、

.

湯

本

家

は

：
こ

の

よ

：
う

な

流

通

組

織

の

中

に

.あ 

っ
た
と
い
い
得
る
の
で
も
る
。

'

'

'

.

 

_

武
蔵
国
埼
玉
郡
に
お
け
る
地
主
経
営
.:
:

 

.

 

六
.

三
.

(

.

三
.

ー
七)

.



第 8 表 安 政 3年, 規模別•地域別米購入量
— -■ .一 .: • : ■'： _ '  . .  . . _

I
、

村

.

方

：

土

崎

他

';
-

町
.

:

:
武

478

292.5

26

89

77

2
50

人
61
54
1

2

138.5： 229 16 220 7 191

1 26

131

77

118 909.5

-2 103

1 2

階 層 人 数 数 量 平 均

1反以下 7人 9 m 1.3嵌

1 〜5反. 19 151.5 7.9
5 〜10反': 11 136 12. 3

1町以上 2 * 48 * 24.0

計 61140,5； 22916 220 8 217 208 1211,014.5

易

0

0 

•

1
俵 

10 〜 20 20 -

m
•50 50-100

依
0- 
,1

m

81

77

50

.人
；
.

到
17
1

1

.
::

■:
-
.

T
x

A

9
 

7

遵

9 9

~

~
 

i

M

l

一■ 

2

6,
.

.

 

.■

• 

6
 

7
 

.

人
29
31
■

.

1

.

米

米

形

米

形

料

米
 

数

:

規

現

_:手

：瑰

手

.竽

.現

h

_
H

米

形

料数

現

手

：手

第 9.表 安 政 3年崎玉村階層別米販売量

- 

六

四

(

一
--二
八)

.

.

し
か
し
、
嘉

永
•

安
政
期
に
な
る
と
様
相
は
一
変
す
る
。
:'

第
一
図
に̂
;

た
よ
う
に
、

こ 

^

湖
間
ば
顧
康̂

^

な
^

^
な
^

パ
賻
入
め̂

に
な
る
。

即
ち
、»

屋

経

営

は* -
実

上

終
 

煻
し
、
も
つ
ぱ
ら
酒
造
米
の
確
保
に
、湯
本
家
の
閲
心
が
向
け
ら
れ
る
：よ
う
に
な
ら

^

P

 

あ
.る
。
そ
れ
と
共
に
購
入
先
に
も
重
大
な
変
化
が
生
ず
る
：。：
そ
れ
：は
購
入
米
の
か
.な
り
の 

部
分
を
直
接
生
産
者.に
依
存
す
る
よ
う
に
な
つ■た
、こ
.
と
で
あ
る
。

. 

:

第
八
表
は
安
政
三
年
；
.の
来
購
入
量
を
、
：地

減

別

‘
規
模
別
に
分
類 

し
て
あ
.
る
-,
°
;

更
に
第
九
表
膽
こ.
0
販
売
者
め
.う
ち
、
崎
玉
村
の
持 

反
別
；

の
：：

溯S
t

る
農
民
：の
み
を"

へ

田

の

持

展

別

の

規

模

別

に

.
、

人
 

:

t

‘
裏

数
.を
整
理
し
て
あ
：る
。'第
八
表
に
よ
れ
ば
、.
購
：
入

総

量 

一
,'
0

4

:
四
'
，
五
俵
の
う̂

五
<

八

，
五
俵
は
.
ニ
0

俵
以
下
の 

:
'小
.
ロ
：買
入
れ̂

よ
：'る
-%
:
の
：
で

あ

：
る

。

そ

れ

と

：
共

に

取

引

相

手

も
.；

一 

•

 

J

 

一
-

人
に
增
大
じ
：て.
い
る
。
，：1;人
平
均
八
‘

：
四

俵

を

湯

本

家

.
に

販 

売

：し

た

こ

と
^

な

；る

。
：
.こ

表
 

同

年

の

購.入

量

四.
00.

俵

の.
う

ち

、
：
；

1

0

俵

以

下

の

小
|3
:
買

，
入

れ..に

.
よ

る

も

の

は

僅

か

六
 

五
俵
で
.あ
り
、
：、一
 

'
人

平

均
I
R3

.
*
./\
'

康
.の
販
売
高̂
:
な
り
、.
両
者
の
間
に
：は
、
は
つ
き
り.
 

し
た
差
異
が
あ
る
。
吏
に.第
九
表
に
.み

ら

，
れ

：る

よ

う

：
に

、

持

反

別

の

わ

か

る

三

九

人

中

一

一

一 

七
.人
ま
で
が
、
田
反
別 

一
ro
r

以
下
の
層
で
あ
り
、

：

彼
ら
は
総
反
別
に
お
い
て
三
.
町

以

下 

の
、

い
わ
ば
自
作
農
，ま
た
は
小
作
農
的
存
在
.で
あ
っ
た
。

ま.た
三
町
以
上
•
の
層
.で
も
前
述

し
た
よ
う
.

に
小
作
経
営
.

の
未
発
達
な
崎
玉
村
に
.

、お
い
て
は
、
.

大
部
分
は
手
作
米
の
売
却
と
#

え
ら
：れ
る
。

崎
玉
村
の
他
の
小
口
販
売
者
、

ま
た 

他
村
の
そ
：れ
は
、
確
認
す
る
手
段
は
な
い
が
'

そ
の
太
部
分
は
こ
の
よ
う
な
，直
接
生
産
者
と
：考
え
.

て
よ
い
.

で

あ

ろ
.う
。

.

■■
*

こ
.の
領
域
は
四
〇
ヵ
.村
近
く
に
及
ん

•̂

い
る
：

•

: 

パ

へ

：

：
:
'
:
.

■

も
と
よ
り
以
前
の
大
口
取
•

引
が
消
滅
し
た
の
で
は
な
ぐ
、
か
な
り
の
部
分
ぼ
村
方
•

iH
T
:
'方
の
米
穀
取
引
業
者
に
使
存
し
て
い
る
こ
と
.も
事
実
で 

あ
る
。
例
え
ば
、
翻
本
家
の
米
の
需
要
者
で
あ
っ
た
行
田
0

松
坂
屋
^

こ
：の
期
間
に
ば
、
例
え
ぼ
安
政
三
年
に
現
米
八
一
'廣
と
手
形
七
七
俵
を 

湯
本
.

家
に
供
給
し
て
.

い
る
.

。.

.

そ
の
他
の
者
.

.

に
は
ふ
れ
ら
板
な
い
が
、
た
：.と
え
個
人
的
な
交
替
が
あ
っ
'

て
も
、
大
口
の
取
引
は
依
然
と
し
て
続
い
て

い
I

そ
の
i

内
容
I

f

 

f

 

I

 

i

 

i

る

ム

湯
本
家
が
直
接
生
産
者
と
よ
り
多
く
接
触
ず
る
よ
う
に
な
っ
た
原
因
は
、
ニ
つ
ば
か
り
考
え
ら
れ
る
。
そ
の

1

は
、
購
入
量
が
曾
大
し
ヒ
た 

办
，
湯
本
家
、が
積
極
的
に
直
接
生
産
者
に
働
き
が
げ
、
.

大
口
供
給
者
.

の
不
風
分
.

を
補̂

さ
る
'

を
得
.

な
：く
な
っ
た
こ
と
で
あ
石
，
ま
ヒ
，
.湯
本
家
は 

直

接

生

産

者

；
を

把

握

す

る

^:

件

は

既

に

も
0

て

い

た

の

，
で
：
あ

る

。

'.

そ
.

の

：
ー

ば

名

主

0

秦
ヵ
で
お
り
.

，
他
の
二
は
；後
述
ず
る
、
齋
玉
村
及
び
周
辺
農 

村
.

の
農
民
に
対
す
る
尨
大
な
貸
金
で
あ
る
。
事
実
、
こ
の
期
間
に
比
、
貸
金
の
來
返
济
分
や
年
貢
立
替
に
対
す
る
继
米
が
現
わ
れ
て
お
り
ノ
例
え 

ば
安
政
三
年
に
は
1

七
俵
の
継
米
を
獲
得
1>

て
い
る
。.
第
ニ
に
、
：従
来
の
取
弘
が
投
機
的
性
格
を
帯
汉
て
い
：だ
こ
.

；4

は
，
：ず
で
に
言
及
し
た
が
、
 

酒
造
米
確
保
を
目
的
と
す
る
米
胄
入
れ
は
广
そ
の
よ
う
な
投
機
性
を
排
除
す
る
も
の
で
あ
ヶ
ぺ
直
接
生
產
者
と
密
着
す
る
必
要
が
生
じ
た
の
で
あ 

る
。.
：以
上
天
保
期
と
寡
永
安
政
期
の
米
穀
取
引
を
対
比
さ
せ
て
象
察
し
て
ぎ
た
。
前
者
は
流
.

通M

か
ら
の
利
潤
.

の
抽
出
於
目
的
で
あ
り
、
手
形 

の
売
買
に
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
、
' 

多
分
に
投
檄
的
要
素
を
含
ん
だ
経

営

で
あ-

っ
た
。

'

 

こ
れ
に
.对
し
、
後
者
は
、：

酒
造
米
購
入
が
目
的
で
あ
り
、
か 

な
り
の
部
分
を
直
接
.

生
産
者
に
依
存
す
る
"

堅
実
な
取
引
'

で

あ

.
っ

た

と

い

う

こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
、
湯
本
家
の
：榖
屋
経
営
は
弘
化
|

嘉

永

年

間

.に 

事
実
上
終
：っ
た
と
み
て
よ
い
.

；で
あ
ろ
'55
;°
■:
•

;

:

..
:

:

':
'

-

.

.

:

*

::
次
節
で
述
べ
_る
よ
う
.に
、
：湯
本
家
の
酒
造
経
営
は
天
保
十
3

年
に
本
格
的
に
始
ま
り
、
.弘
化
ニー

三
年
に
確
立
し
た

と
み
ら
れ
る
が
ら
？
両
者
の

下
限
と
上 

♦

武
蔵
国
^
玉
郡
に
お
け「

る
地
主
経
営 

六

五

、
一

v
l
p
j

九
，ノ



限
は
11
な
で
合
い
つ
つ
、
，次
第
に
穀
屋
経
営
は
消
滅
し
た
と
み
ら
れ
る
< 

.

;

.■. 

.--IV
-
 

-
 

. 

-
 

-
 

,
 

-
 

-

■

.

-

 

•
 

, 

:

 

-
 

.
 

. 

: 

-
 

•
- 

-
 

-

,:
.

、
 

• 

■ 

* 

- 

.

.

.
 

-
 

'

. 

::

ベ
湯
本
家
：の®

つ
：：

の
主
要
経
営
の̂

かP
,

:
猶
造
紙
営
は
最
も
歴
史
が
浅
い
？
-.
'
:
:
.
肌
％
>

歡
_

蒙
_

酒
遂
藤
ぞ
入
获1>
た
か
ば
、-':
天
M'
.

b

£

 二
月n

-
ど

で

北

报

村

菜

总

緣

お

が

广

濟

造

蔵

ニ

棣

藷

逸

具

へ

一
^:
付)

.
及
^

春

麽

签

霉

入

斷

氣

具

琢
’
へ
ー
膝
格
へ
に
じ
で
—-
/

^
ー
両
^

ハ
首
利
合
!*
一
 

五
一

.離
：.の
債
権
の
か
.た
と
し
て
、.
手
.に
い
れ
て
：.い
，
る

。
.
'
差

額

ニ

一

 

両
は
そ
の
後
で
支
払
っ
た
も
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
湯
本
家
：は
同
年
九

H

5E
-
'

郡
沐
;|
|

俣
村
の
名
主
、で
親
類
の
酒
造
叢
象
，
顧
之
助
：に
、貸
し
七
し
詞
っ
た
。“

同
年
：|
-;
:

月
：̂;

合
帳
.1-
;

に
は
、
湯
本
家
が
筆
頭
に
^

て
い
る
が
、

「

恐i

 

く「

こ
：れ
は
名
儀
ゆ
み
ホ
あ
ろ
う
,0
t

か
し
'

 

こ
.

の
間
全
く
酒
蒼
経
：^

！を
行
な
わ
な
か
っ
じ 

:

の
で
.

は
な
ぐ
、
：前
記
鞍
之
助
べ
貸
与
す
f

日
'
の

届

書

匕

 

と

あ

る

よ

う

に

、
.'
'
,
鑑

札

な

し

の

酒

造

り

を

し

て

ハ

た

よ

う
'
で
あ
.る
。
ま
だ
プ̂

色

売
:»
_

に
は
、.
天
保
八
-

九
年
に
涵
樽
や
敝
を
購
入1,
-

だ
記
載
が
.お
% :
'

従
マ
て
、

こ
の
間
は
.恐
ら
く
準
備
期
間
に
な

V

/

.
 

 ̂

:
(

 

- 

r

 

へ
,

へ
.：
：：

へ

パ

：
：
■
.
.

マ

.

.

結
局
へ
酒
造
鑑
和
を
下
付
さ
れ
た
の
は
天
傲
十
.

三
年
.

の
こ
と
で
あ
り
、
：
こ
の
時
の
酒
造
米
高
ば
--
*

七
〇
石
で
あ
w

。
C

の
事
実
之
天
保
年
間
の 

溻
本
家
殼
屋
取
引
の
内
容
と
を
考
え
.

る
と
、
：本
格
的
な
酒
避
経
営
.

は
天
保
以
後
と
み
な
し
て
よ
.

い
：
で

あ

ろ

う

。
：
第

：
一

Q

表
ぬ
弘
化
.

一
.
1

年
の
店
お
ろ 

し
勘
定
帳
よ
り
作
製
し
た
、
同
年
の
酒
愚
規
模
.

で
あ
る
。

'
 

同
.

年

に

こ

の

よ

ー

う

な

帳

簿

が

作

ら

れ

た

こ

と

法

-

酒
造
規
模
と
考
X.
-

合
わ
^

て
、
こ
の 

期
間
に
湯
本
家
の
酒
造
経
営
が
確
立
し
た
こ
と
を
意
味
す
る

。
.

な
お
同
年
の
八
月
よ
り
翌
弘
化
三
年
ニ
月
ま
で
£

ハ
ー
M

の
利
益
が
あ
る
こ
と
に 

な
っ
て
い
る
が
、：.
降
肩
の
後
半
1

梂
，'
,

そ
の
贫
0=

江
一
尸1
^'

地
1

兀
肩
の
購
入
#:
£

.

.

よ
互
ー
ー
*

の
欠
損
が
年
し
た
！

1
E

記
さ
れ
て
.

い
る
。
ま
た
、
こ
の 

江
?

酒
及
び
地
元
酒
の
購
入
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
他
の
酒
造
業
者
に
依
存
す
.

る
4

と
も
あ
り
、.
吏
に
地
元
の
こ
れ
ら
酒
造
業
者
と
市
場
争
い
も 

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
し
ノ
駿
屋
よ
り
酒
屋
へ
：の
は
決
し
て
容
易
で
は
た
か
っ
た
^
-.

あ
ろ
う
。：
ン

：

；"! ノ ..

. . . . ■  :
安政元年8 月 

〜2 年 8 月
安政4年 8 月 

〜 6 年 4 月
文久3年 8 月〜 

慶応元年8 月

“親 方 1人 ::ト ：::1人 .: 1人

頭 . 1 ......
.‘ ； 1 *

*=4̂  -^ez.式 % ■ *' 1
> •

一般雇人 23 13 ' ; . 12

ニ計.で .:. 25 16 13:

....給 .:..' '章 53岡0分3朱 97両3分2朱 116丙0分1朱

別動延日’歎* 2,6220 3,624H 2,960 日

等 11表 酒 造 雇 人 数

両分牛赏
仕込造..り高米’661.辑 .1斗 3升499. 0.0.

文
734

被 .
新 代 へ 37.3,0, 301

，給金 • 竹代 • 小入用，油代 36. 3.0. 39 , 921

政 右 衛 門 ' 11.1. 2.16,218

皮 . 2l 郎 10.1.a

鴻 巣 宿 桶 代 22,2,0. 0
注 戸 酒 40 駄 34. 0. 0. 0
本：稍 江 戸 2 駄 4. 3, 0. 324

八月勘定之節残り酒35駄 52.2. 0. 0
地元^!入酒25駄半樽 30,1.0. 808

駄 賃 半 ' 年 分 , 9.0.0. 0

那 足 半 年 分. 25, 0. 0. 0
: 小 計 781.3.2, 1,602

勘 定 違 '分 .: 増 5.1.0. 0

利

計

益 : 61.0.0. 

843.0.2.

459

436

酒販売高（弘化2 年 
8月2日〜3年 2月晦 
日）36石 659合 6勺

外 に

粕 109, 5 俵丨

• 糠 110. 0 俵少

焼 酎 7 駄

直 酒 325駄

計 .

両 分 朱 質 ： 文
96. 2.0. 613,829

46.2.0/ 35,478

33.2.2. 436

14. 0. 0. 0

552.2.0. 0

843. 0. 2. 436

第 10表 弘 化 2 年 . 酒 造 規 模

し
か
し
、
：

.

そ

の

後

の

，湯

本

家

の

酒

造

経

営

は

順

調

の

.

ょ

ぅ

で

、

安
政

一

一
年
の
仕

:.
•■

」

月

，
'
.

..:

'';
:

;

 

,

.

-

…

込
み
高
は
七
六
四
俵
、
文
久
三
年
の

_

人

：，■
:

へ
.

。
鼻

，6(
)

0

-

パ

.'
■

■

そ
れ
は
七
〇
囲
俵
で
あ
り
、
弘
化
ニ 

.

年

元
1

1 2
.

1 3
1

?
 

9

.

ぬI
,

、

：'

,

.

16
r

2

■:

年
に
比
し
僅
か
な
が
ら
増
大
し
，て
い

.

文
.

'

•

:

:
-.
-

•

.

:

V

:.
. •

る
。
仕
込
み
高
か
ら
み
れ
ば
飛
躍
的 

8

4 J
:

v

 

牌

1 0
'

:

:

発
展
は
な
い
と
し
て
も
、

:-
.

コ
.
ン
ス
タ

年
年
.

人
...
 

.

.

.分
'

办
‘
.
.
.
.

m

l

 :

 

,

1
1
:

M

.

:

3 ,
v

 

。
ン
ト
な
生
産
規
模
を
維
持
し
で
い
る

安—

.

.

.
：
：

"

.

一

:

■■

こ
と
は
、
.酒
造
経
営
が
確
実
で
あ
つ 

弓

弓 

朱 

.
 

.

•
 

■

8
 

8
 

V

■

■

.

.
:

- 3
.

2 B
.

た
な
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
ぅ
。
第

|

~ 2
;

'

'

'

 

-之
へ 

2

.

'

I

n

 

:.<
«

>
: •
. 

一”
 

5

: 

' 

威

.

実

を

示
.^
。
に

実

人

数

は

漸

減

で

あ

る

.
,

ぐ
方
：
;:

_

^

^

.

含

，
ニ . 
. ：

A
:
:
'

頭

：.
一
般
，. 則

，：： ';:.

,

.親

.，

.！
い

岁

と.い
：
え

ょ

ぅ

。
_:

展

人

の

.

.
一
部
ぼ 

じ
i

i

.

.

'

;

:
■-
.

.

1

孝

?

行

田

の

出

身

で

あ

る

が

.:
'
'
大

多

数

は
 

V
 

• 

. 

'

,

•

一

 

六

七(

一
二
ニ
ー

)

武
蔵
m
埼
玉

に
お
け
る
地
主
経
営

*

ち
な
み
に
、
天
保
九
年
に
独
立
し
：て
酒
造
を
始
め
た
増
田
屋
新
兵
衛
は
酒
造
米
高
一 

0
〇
石
の
鑑
札
を
も
っ
て
い
た
。
- 

*

*
こ
れ
に
.は
前
記
増
田
屋
の
ほ
か
、
崎
玉
村
奥
州
屋
•
佐
間
村
奥
州
屋
•
村
不
明
の
日 

野
屋
等
が
あ
る
。



第 13表 嘉 永 6年， 1石以上取引者
' . . . .

第 14表大口取引者の比較

を: 第 12表 酒 販 ；売 量 ：：
一. . ....  •

i 嘉永.5年 （12月のみ) 嘉 永 6 年 安 政 元 年 (1， 月）

人数; 金 m 扉 人数 金 額 樽数 人数 金 額 搏 数 :

綺 玉 村  

他 村  

武 士  

町 方

人
31

24

n 文
65.205

319,200

14,376

141,859

撙
63

306

136

人
155

6

8

41^58?

1,489,917

40,830

349,124

樽
393

1,428

39

335

人
86

43

9

其 ：女 
152,183

725,172

10,656

237,971

m
146

627

229

計 62 540/640 519 236 1,908,502 2,195 140 1,125,982 1,012

人数 金 額 撙 数

崎 玉 村  

他 村  

町 方  

計

人
5

17

26

•a-'文
256,466 

1,305.4卞1 

330,548 

1,892,485

樽
244

■ ■ • 、 

1,253

317

1:414

六
<
 

(

一
ニ
ー 

三

)

不
明
で
あ
る
。

次

に

販

路

を

み

ょ

ぅ

。

'.
.
第 
一U

表
ば
：酒
小
齋
帳
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
が
、： 

:
同

帳

对

嘉

永

五

年

士

ー

 

月

か

ら

始

ま

：
り

、

:.
.
安

政

元

年

七

月

以

降

は

虫

喰

が

甚

だ

し
 

<

>

六
月
ま
で
し
か
わ
か
ら
な
い
。
従

っ

て

一,

年
の
販
売
量
が
わ
が
る
の
は
嘉
永 

し
ガ
年
の
み
で
あ
る
。
，ま
た
表
題
が
示
す
如
く
小
売
帳
な
の
で
、：.
卸
売
を
含
む
か
ど 

ぅ
か
わ
か
ら
炎
い
。

し
か
し
、
な
か
に
は
一
石
以
上
.

(

樽
に
し
て一

一
樽
^
占

を
 

購
入
す
る
者
も
あ
る
の
で
、
そ
れ
だ
け
を
第
一
：
三
表
に
示
す
。
.
ま
た
湯
本
家
は
安 

政
元
年
か
ら
慶«

ニ
.
年
0

至
る
ま
で
の

、

数
十
冊
の
酒
通
帳
：を
所#

し
て
い
る
。

村 名 A B

0

2517

村

村

村
村

村
村
村
村
：村
村
村
村
村
村
村
''村
村
村
村
村
村
村

村
田

.
 

井
.

塚

け

.類

直

：
ヶ_間

崎

戸
'

.

.

巣
上
は
水
野
針
.城
永
田
田
根
忍

.新 

•新

野
鎌

三
天

小
内
佐
上
須
屈

吹

真
清
長
小
'赤
道
利

広
袋

北

下

関

通
帳
の
性
格
. 

か
ら
し
て
湯 

本
家
に
保
存 

さ
れ
て
い
る 

の
は
一
部
に 

す
ぎ
な
い
と

思
わ
れ
る
。

こ.
の
取
引
者
の
人
数
を
村
別':に
嘉
永
六
年
と
対
比
さ
せ
た
の
が
第-四
表
.で
'
あ
.
る
。
A

と
あ
る 

，
の
が
嘉
永
六
年
の
一
右
以
上
購
入
者
、
B

が
通
帳
所
収
.の
.者
で
あ
る
。

こ
れ
に
ょ
れ
ば
後
者
が
八
人
多
い 

が
、
村
数
は
ほ
ぼ
等
し.
い
。

马
の
入
数
が
湯
本
家
上
通
帳
に
.
ょ
る
取
引
を
し
て
い
た
す
べ
.て
で
か
い
こ
と
は 

明

ら

か

：
で

あ

る

。

.

従
つ
て
嘉
永
六
年
の
：
ー
-

石
以
上
の
購
入
者
が
、
す
べ
そ
こ
め
酒
小
売
帳
に
記
さ
れ
て
ぃ
る

と
は
思
わ
れ
な
I

と

す

.る

な

ら

ば

第

一

一
一
表
の
取
引
高
は
実
際
よ
り
少
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
.

か
し
、
酒
小
売
帳
に
現
わ
れ
な
い
杈
引
量
が
非
當

■
 

.

に
太
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
嘉
永
六
年
の
同
帳
に
：：あ
る
販
売
高
一
一
、

一
九
五
樽
；(
=

一
九
八
石)
は
、1

趴
ル
ー
了
三
年
の
販
売

量

及

び

在

庫

量

と

そ

れ

ほ

ど

差

が

な

い

か

ら

で

あ

る

(

弘
化
一
ー
ー
三
年
の
販
売
量
及
び
在
庫
暈
は
約

1

一
七
〇

石)

.。
従

っ

て

こ

の

酒

小

売

帳

に

よ

っ

て

、

.

.

 .

 

:
 

.

.

.

.

.
• 

. 

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

:

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.
 

.

.

. 

.

.

.

.

. 

.. 

;

湯
本
家
の
酒
市
場
を
考
察
し
て
差
支
え
な
い
で
あ
ろ
\

 

.

.

■

'

:

第 

一.
二
表
に
よ
れ
ば
、.
暮
永
六
年
の
湯
本
家
の
主
た
る
販
売
先
は
崎
玉
枝
を
含
め
た
村
方
で
あ
り
、
全
体
の
約
八
三

。ハ
ー
セ
ン
ト
が
売
ら
れ
て

- 

■ ■ 

■ 

. 

.. 
- 

■ 

■
. 

.

.

. 

■ 

■ 

:

い
る
。
武
士
や
町
方
の
購
入
量
は
僅
か
で
あ
.
.る
.

。
同
様
な
傾
向
は
嘉
永
贫
年
や
安
政
元
年
に
も
み
ら
れ
る
：レ
、.
ま
た
酒
通
帳
の
残
存
状
況
：か
ら 

も
、
.

幕
末
期
ま
で
村
方
が
主
要
な
市
場
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
第
—f
-

一
一
一
：表

に

よ

れ

ば

、

崎

玉

村

及

び

武

士

.

と
>
;
崎
玉
村
を
除
く
村
方
及
び 

町
方
で
は
販
売
方
法
に
か
.

な
り
の
差
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

' 

即
ち
、
前
者
0-

場
合
、.
崎
玉
村
で
は
--
*

石
以
上
の
購
入
者
は
僅
か
五
人
で
あ
り
、

.

武
士
は
一
人
も
い
な
.

い
。
即
ち
、
こ
こ
で
は
主
と
し
て
小
売
の
か
た
ち
で
販
売
し
て
い
た
の
で
あ
る
パ
ま
た
崎
玉
村
の
丟
人
の
う
ち
ク
ー
ー
ー
人
は
酒

■ 

” 

. 

一
 

. 

■

.

小
売
業
者
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
他
の
ニ
人
も
恐
ら
く
そ
れ
に
類
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
免
ら
れ
る
。
し
か
し
、
他
村
及
び
盯
方
で
は
、
販

売
量
一
、
.
七
六
三
樽
中

C

総
販
売
量
の
七
ニ
。ハ
I

セ
ン
ト)

、

一
五
七
0

«
即
ち
全
体
の
八
四
。ハ
.丨
セ
へ
ン
ト
が
一
石
以
上
の
購
入
者
に
売
ら
れ
て
い
る

■
:
■
 

' 

■
.

.
:■
'
. 

■ 

• 

. 

■

.
.

'..
.
.

■.'
■

.

'.- 

.
 

. 

■ 

'

の
で
あ
る
。
彼
ら
の
大
部
分
は
恐
ら
く
酒
の
小
売
業
者
で
あ
ら
た
ろ
う
し
、
..ま
た
一
石
以
下
の
購
入
者
で
も
小
売
業
者
は
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

結

局

，

湯

本

家

の

酒

造

経

営

.は

こ

の
よ
う
な

酒

の

小

売

業

者

を

^
^
象

と

し
て
い
た
の
ー
で
あ
り
、

村
方
及
び
..武
家
に
対
す
る
小
売
は
そ
れ
ほ
ど
重
要 

で

は

な

か

っ

た

と

考

え

ら

れ

る

.。

:
.

.
■

;

■ 

.

.

.

.

 

- 

. 

• 

• 

.
ノ
 

- 

.

湯
本
家
の
酒
造
業
が
村
方
を
主
.

た
る
対
象
と
し
て
い
た
ご
と
は
：、
酒
の
ロg

質
に
も
よ
る
で
あ
'

ろ
う
が
、
こ
こ
で
重
視
し
.

た
い
こ
±

は
、
こ
の
経

•
 

* 

. 

. 

• 
. 

••• 

• 

. 

. 

-

' 

•

営
が
農
村
の
：購
売
力
に
支
え
ら
.れ
て
い
る

と

い
I

J

と

で

あ

る

。
，
農

村

の

購

売

カ

に

，つ

い

.
て

は

次

回

に

譲

る

が

、
，
湯

本

家

が

米

の

溝

.入

を

直

接

生

■ 

- 

- 

. 

• 

• 

* 

.

産
者
に
依
存
す
る
こ
と
大
に
な
っ
た
時
期
に
、
利
潤
の
源
泉
'

を
直
接
農
村
に
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
注
@-

す

べ

ー

き

で

あ

ろ

う

。

.

.

. 

.

一
.
'
、
-
.
. 

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

へ.
.

.

*

.

.

.

'
 

* 

. 

■
 
■
- 

-

.

'

.
■
.

. 

.パ
’
'
. 

.

.

.

.

. 

.

.

•

•

: 

.

.

.

.

■パ
武
蔵
国
趟
玉
郡
に
お
け
る
地
主
経
営.. 

.
卞
九
' (

.一
二.. 一
二
三)

：

.

:
.

.

.

. 

-
-
-



第 16表債務者敎及平均貸付額

債 務 者 平均貸付貊

文政7 年 80人 • 5. 3両
8 126 5.5

9 68 4.5

10 12 2.3

12 56 9.4

天保1
..- ■ . •

5 86 4.3
6 97 7.2
8

9

し

か

知

る

こ

と

が

で

き

な

い

。

他

の

年

を

み

る

と

文

政

九

年

の

三
8

両
余
を
最
低
と
し
て
、
最
高
は
天
保
九
年
の
七
〇
〇
両
余
に
及
ん
で
、
 

る

。

こ

の

期

間

に

お

け

るS

貸

付

額

は

五
0

0
両

足

ら

ず

と

み

：な

し

て

よ

い'で
.I

ぅ

。
.
產

 

前

後

五
'ガ
年

し

.か

わ

か

ら 

な

い

が

、

文̂

年

間

は
村
内

貸

付

名

寄

帳
6

在

し

て

い

る

のI

せ

，
た

も

の

：
で

、

こ

れ

が

す

？

 

天

保

年 

間

の

そ

れ

は

^
!
々

貸利
帳

よ

り

算

出

し
.た
も

.の
で
、

夫

保

ニ

：年

は

一

部

し

が.記
載

さ

れ

て

お

ら

ず

、

ま

た

、

こ

の

帳

面

の

後

半

は

欠

如

し

て

い

る 

の

で

ー

天

保

三

：

四

年|

付

|

で

|

か

ど

ぅ

か

わ

か

ち

な

：い
。'記
載

方

法

ば

名
^
 

天
保
三
年
の
分
は
完
全
な 

数

字

で
I

と

す

る

こ

と
も

I

な

い

。

結

局

、
他
村
貸

付

は

二
8

両

を

下

る
C

と
は
な
が
っ

f

の
み
で
、
文
政
年
間
は
他
村
と
同
様
村
内
貸
付
名
寄

f

記
さ
れ
て
い
る
も
の
，

■

で
，
す̂

^
^

 ̂

天
保
年
間
に
お
け
る
貸 

付
額
も
僅
少
で
あ
り
、
町
方

.

の
貸
他
先
と
し
て
の
意
義
は
少
あ
い
と
い
え
よ
ぅ

。

. '
• 

i

s

士
貸
#
衰

I

、

天
保
一
：一
一

.

•
四

年

は

前

と

同

様

村

.

.々

貸

付S

 

は

、
I

後

述

す

る

斉

藤

庄

右

衛

門

引

受

け

の

送

り

質

を

'

鑫

取

引

帳

よ

り

集

計

し

た

分

で

t

:

武
士
.へ
の
資
付
が
斉
藤
庄
右
衛
門
へ
の

^

に

よ

っ

て
の
み

な

さ

れ

た

と

は

い

え

な

い

が

、

天

保

彐

年

に

「

三

之

A
様

,

一：
三
§

を

貸

付

け

た

以

外

に

、

〉

特

に

目

立

つ

貸

付

运
 

p

 

3

4

' :..,

:3

: 

”

づ
-

..
'
'斉
1

右

衛

門

|

付

を

も

っ

へ

て

垂
1

を

代

表

さ

せ
|

^

辦■ 

 ̂

9 

4 

7 

.

,

動

が

^
る

が

> 1

ー
1
1
_1
©
両

か

ら

六
0

0
両

め

間

を

土

下

し
^

|

¥

.

6

:

8

:

?

，

6
 

7
 
'■
■

:

ド
以

上

、
I

家 
I

付

規

模

顧 

I

 

M
 ；

ぐ

1

.

.
 

:

ァ
両
以
土
.

：
町

方

は

問

題

に

：
舍
_

と

奪

：
、■

ベ

性
^
^

 ̂

I

年
：

：：:

'

~

I 

:

て

約

七
G
〇

M
か

ら

一

、

五

〇

〇

両

の

間

に.ぁ

.
ヵ

ノ

湯

本

家

め

経

営

の

中

で

は

最

大

の

義

を

も

っ

乐 

v

 

文

.

V...:. 

^
 

.

• 

'
.
.
.

ベ

.

.
，

.

.

1

I

I

I

」
■

こ
の.

よ
ぅ
な.

親
獏
を
も
づ«

付
内
容
を
地
域
別|

#

し
て
み
よ
ぅ
。'

第

1
六
表
は
崎
玉
村

' 

武
蔵
国
椅I

I

地
主
経
営 

七
ニ 

a
ir

第 15表 貸 付 . 广 覧

辻空日攔は史料欠如のため不明。 

* は一部貸付額のみ。

• 崎 玉 村 他
村 行 m

. . .

...武ぐ:;.:.：::.. 士

文政7年
両分_朱 文

425,0,1, 6,897
両分朱 文 両分朱 戈 阿分朱 文

8 691,2,1,25,044 * ：...

9 308,3,2, 6,869 62,1,2, ’0 3,3.0, 0
10 *27,0,2, 2,875 40,1,2, 1,507 32,3.2, 972
12 524,2,2,20,808 ..'' ....

天保1 481,0,0,21，830

..10,3,2,
199,2,2,' 0

2 100 20,0,0, 0 188,2,1, 0
3
*

251,3,2, 821 21,0,0, 0 212,0,0, 0
4 221,1,3, 4,000 39,2,2, 136 242,2,1, 0
5 374,0,3, 7,064 . ；■

261,3,0y 0
6

7
481,3,1,10,893

415:0,0, 0

422,2,0.16,469
331,2,2, 0

• 8
560,0,0, 0

9

10 

11 

12

13

14 

弘化1

702,0,3,20,234
563,0,0; 0

458.3,2, 411

615,0,0, 0
... , 622,1,0, 0

585,1,2, 0

■ ' 234,1,0; 0

_ ' 1 277,1.0, 0

り
.

#

後
に
"

金
融
業
を
概
観
:.
1

.

て
み
ょ
'5

。

湯

本

家

，に

残

さ 

れ
た
文
書
中
パ
金
融
業
に
関
す
る
も
の
が
最
も
古
く
、
S : 

政
七
年
か
ら
貸
付
内
容
を
知
り
得
る
”

第
一
'

五
表
.

は
利̂

 

r

b

た
貸
金
名
寄
il
l

'

等
を
整
理
.

し
た
も
の
で
、
こ
れ
に
ょ
り 

.:

.
同

家

の

経

営

状

況

：を

ほ

ぼ

推

察

す

る
こ
と
が
で
.

き
る
。
こ 

へ
：
の

地

域

別

貸

付

先

を

；
み

る

：
と

：

先

の

穀

屋

経

営

や

«
造
業 

と
多
少
の
差
異
は
あ
つ
て
も
、
相
偎
た
性
格
が
あ

る
こ
と 

に
気
付
.

く

月

ち
...,).」

こ
で
も
主

た

る取
引
先
は
村
方
と 

，武

士

で

あ

り

、

町

方

の

も

つ

ゥ

H

ィ
ト'
は
非
常
に
低
い
。
 

利
用
し
.

た
史
料
は
、
貸
付
地
域
^

に

分

皿

し

た

_

_

で

あ 

っ
て
、
同
ニ
年
代
に
集
中
し
て
残
存
せ
ず
、

重
な
り
合
ぅ 

年
代
に
お
い
て
も
、
記
載
内
容
に
精
粗
の
差
が
あ
っ
て
、

第

r

五
表
に
掲
げ
た
各
地
域
別
の
貸
付
金
を
合
計
し
て
、

年
当
.

り
.の
貸
付
規
模
を
直
接
算
出
す
る
こ
と
は
で
き
ょ

崎
玉
村
に
：つ
：い
て
み
れ
ば
、'
ま
ず
、
文
政
十
年

は

一

部

七o

 

(

r

三
四)



期 限 金 額 件 数

半年以内 

1 〜半 

0- —  2. : 

"2 年以上 

年 賦 金  

不 明  

計

同分朱へ.:文 
56,1,0, 587

253,3,2, 3,900

100,0,0， 0

63,3/3， 0

24,1,3, 248

197,1,1,14/769

695,3,1,19,514

48 

24 

6 

7 

57 

:161

第 17表 天 保 3 年期限別貸金村

の

貸

付

に

.
も

あ

て

は

ま

る
。

.前

掲

書

四
.
六—

七

。
へ
ー
ジ
•

け
る
債
務
者
と
そ
の
平
均
貸
付
額
を
示
す
が
、
.

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
•

ま
ず
貸
付
額
の
零
細
生
が
指
摘
で
.き
よ 

:

う
。
：負
債
発
生
原
因
：に
つ
い
て
は
殆
、ど
知
る
ご
と
：は
で
き
な
い
が
、
期
限
も
第
一
七
表
に
み
ら
れ
'る
よ
う

:

に

、a

年
以
内
の
海
期
が
多
く
-,
'

'

.

殆
：ど
.

は
.

い

わ

ゆ

る

消*,
貸

.

•.
一
一
.

.

-

.

•

一
.
 

■
 
■
 

•-
,

」

：
.
.
.
，
.

.

.

. 

. 

.

.

.

.

、

に

は

営

業

資

金

^

考

克

ら

れ

る

も

の

：も

あ

る

°

.

例
え
ば
油
絞
り
業
を
営
む
佐
兵
衛
は
文
政
八
¥

に
四
九
両
を

.

.

.
.

.

.

.

 

.

.

.

.

へ

<

.

借
受
け
、：

そ
.

の他
：：

の

年

に

も1
:
0両

程

を%'
^

毎

年

借

り

て

い

る

。

ま
た
安
政
；一
ー
年
に
負
債
滞
り
の
た
め
家

• 

. 

. 

.

.

. 

.

.

.

. 

.
■ 

•

.

財
分
散
に
あ
っ
た
油
絞
り
業
及
び
：菜
種
買
集
.

め
を
営
む
倉
之
助
は
す
で
に
ふ
.

れ
：た
がf

彼
の
総
額
一
一
一
九
八
可

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

に
及
ぶ
負
;«

の
う
.

あ
、
湯
本
家
は
七
六
両
.

の
債
権
.

を
务
っ
：て
'

い
る
。
こ
れ
ら
の
貸
付
は
営
業
貸
付
と
考
え
て

.

.

: 

- 

' 

.
*

「
ま
ぃ
弋
ぁ
ろ̂

ゾ
し
か
し
大̂

は
ぃ
ぃ
ゎ
砂
石
消
費
貸
^
^
み
な
し
て
ょ
ぃ
で
ぁ
ろ
ぅ
し
ぺ
同
様
な
こ
と
は
他

次
に
武
士
に
,'
^
す
：る
貸
付
の
あ
ら
ま
し
を

.み
，て
把
と
ぅ
。
前
述
の
ょ
ぅ
に
、
こ

れ

は
斉
藤
庄
右
衡
門

を

通

じ

て

行

わ

れ

て

い

る0-
こ

の

シ

ス

テ
. 

,ム
;̂
ぃ

つ

ご

ろ

か
^
ぁ

っ

た

か

不

明

で

ぁ

る

が

、

左

の

：引

用

文

は|
£者
の

間

に

か

わ

，さ

れ

た

契

約

で

ぁ

る

。
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.質
物
議
定
左
之
通::
:

;,
:;
'

-■
'

•

.

:'
.
■

一
、.
通
.之
儀
者
#'

月
差
引
有
之̂

二
付
拙
者̂;
ニ
預
リ
置
申
砟
事：
':
:

ニ
.
、
武
真
1

具
其
外
諸
品
度
ミ
出X

有
之
；

t

品
者
遠̂
.

之
儀
；-
益

赛

二
'
預
リ
®'
-
:取
^

事

-

.

： 

,

:■
•
'■
,

V
、

利
足
之
■

者
金
窀
両」

1

#

ナ
ヶ
丹
_

窀
匁
ッ
：ゥ̂

一，、
利
足
之
内
四
分
一
を
世
話
料
と
し''て、翌
芷

月

御

戾

し

被

下

砟

箸

：

右
之
通
御
^
話
ニ
罷
成
外
上

.者
置
主
流
質
ュ
致
し
沙
と
も
拙
者
引
受
一
切
流
質
致
ス
間
敷
外
万
一

：
不
筋
之
義
等
有
之
^
ハ

、
何
吣
ニ v

も
御
望
次
第
代
&
物
御
引 

取

被

成

益

論

預

リ

物

之

？

御

座

外

II 、

付
其
.節
，
一

言

之

御

断

申

髮

外

為

後

日

蹇

取

究

如

件'

'

 

二

年 度 金 額 貸 主

、天保4 年 lOOpj 行田荒物屋喜助

13 米手形25俵 忍 藩
" _.200両 同 上
// 10 同 上

弘化3 100 同 上

嘉永6 10 同 上
" 130 桶川宿五兵衛

安政4 5 佐間村奥州屋

5 30 忍 藩
• " 100 同 上

11 50 同 上
U 100 忍 藩

V 6 20 屈巣村藤村表內

文
政
十
三
年
寅
正
月
：

借

主

，
斎
藤
庄
右
衛
門
©

I
加判人牧野

.

' 庄
' 

作
#

.

即
ち
、
斉
藤
庄
右
衛
門
は
湯
本
家
に
対
す
る
請
質
屋
の
役
割
を
果
し
て
い
る
の
で
あ
る
.

。

v

こ
の
斉
藤
生
右
衛
門
を
通
じ
て
行
な
わ
れ
る
武
士
へ 

の
貸
付
は
、
そ
の
殆
ど
が
信
用
貸
で
な
く
、
'

抵
当
貸
：で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。.

天
保
元
年
め
斉
藤
庄
右
衛
門
の
：質
物
通
に
よ
れ
ば
、
同
年
及
び
翌 

.

ニ
年
の
貸
付
は
''

そ
の
殆
ど
が
武
具
を
抵
当
に
し
て
い
る
。；
ま
た
、
夫
保
七
年
の
金
銀
借
用
帳
で
は
、.
彼
が
代
表
と
.

し
て
、
伊
藤
作
右
衛
門
外
ニ

. 

•

.

.

•

.
ザ

1

.

.

•
 

' 

•

名
の
組
に
属
す
る
者
の
扶
持
合
計
.

一
六
〇
人
换
持
、
及
び
'

一
七
人
の
武
士
の
七
六
人
扶
持
、
合
せ
て
ニ
三
六
人
扶
持
を
質
入
れ
し
て
い
る
，
こ
の 

時
の
契
約
に
よ
れ
ば
、
元
利
未
返
済
の
.

場
合
は
、.
本
人
を
通
さ
ず
直
接
詰
役
所
よ
り
扶
持
米
を
、
そ
の
金
額
に
相
当
す
る
額
迄
取
っ
て
よ
い
こ
と

r

な
つ
.

て
い
■

る
-;
'
0

.

:

 V 

:./.:
■

.

.

-

.

'

-

.

• 

-

.

こ
の
よ
う
な
担
保
設
定
.

の
抵
当
貸
が
、
農
民
に
対
す
る
そ
れ
よ
り
も
安
全
旦
つ
利
潤
大
で
あ
っ
た
か
、ど
う
か
.
.断

定

で

き

な

い

。
-
期

限

は

通

常

一 

I

I

 

年
で
あ
り
、
利
子
率
は
前
記
議
定
書
に
よ
れ
ば
、
月
銀
一
匁
で
あ
る
か
ら
、
年

'

間
一一

割
に
な
る
が
、

五
分
は
斉
藤
庄
右
衛
門
の
収
入
で
あ
る
か
ら
、

実
質
的

.

.

.

:

;•
■

■

-

に
は
一
割
五
分
で
あ
り
、

農
民
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
等
し
い
，。

返
済
状
況
を
み
る 

:

と
、
現
金
が
最
も
多
い
が
ぃ
現
米
，
手
形
米
，
大
豆
等
の
現
物
返
済
も
か
な
り 

あ
る
。.
例
え
ば
、
宠
保
十
.

ー
ー
ー
年
に
は
手
双
ホ
六
〇
西
胄
、

価

額

に

し

て

ニ

九

五
 

両

余

が

返

済

：に

あ

^

ら
れ
て
い
る
。.

し
か
し
、
未
返
済
'%

か
な
り
あ
り
、
金
銀 

出
入
帳
で
判
明
し
た
天
保
年
間
の
そ
れ
は
、:

最

高

ニ

五

，
ー

両

に

も

及

ぶ

。

恐

ら

■:く

こ

の

分

は

流

質

物

処

分

に

よ

.
っ

T
補
な
っ
た
の
で
あ

ろ

う

。
へ
武
士
の
借
入
れ
パ

:

■

が
消
費
貸
借
で
あ
る
限
り
、
：
こ
の
な
う
な
未
回
収
分
が
生
ず
る
の
ほ
必
至
で
あ 

武
蔵
国
埼
$'

郡
に
お
け
る
地
主
経
営
. 

. 

.

七
.

三
'..二 

ニ
：
 

一
二
七.)

表 湯 . 本 家 货 俊

備 考 安 政 3年に金額不明であるが，田島 

新 六 （鴻巣宿)より融資を受けてい



る
。
こ
れ
を
流
質
す
る
こ
と
に
よ
り
解
決
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
こ
の
流
質
処
分
も
含
办
て
、
武
士
の
返
済
能
力
は
"
主
と
し
て 

年
貢
収
入
状
況
如
何
に
よ
.

る̂

の
：で
あ
り
ぐ
結
局
、
»

民
0

年

貢

負

担

能

カ

が

湯

本

家

の

：
、
：

(

武
士
：を
対
象
と
：ず
る
金
融
業
を
も
え
て
：ぐ
る
こ
と
に

な
る
。

■ 

.

.

:

:

.

.

.

.

.

. 

'

.

■.
:.
:

最
後
に
名
融
業
も
含
め
て
，
湯
本
家
め
'

経
営
棟
か
な
り
：.の
.資 

'■
豫
の
食
債
を
知
り
得
た
も
め
め
み
ま
と
：め
て
あ
る
が
：、プ
こ
办 

■
本
家
の
経
営
は
他
人
資
本
よ
り
ぺ
自
己
資
金
に
頼
る
こ
と
が
多
か
っ 

た
と
思
わ
れ
る
。
I

、
I

■

.

町
方
以
上

• 

.

.

.

'
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. 

-

■

.
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. 

.

.

. 

.

•
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•
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.

.
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.

'

:
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: 

.

.
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V W
、

結

，
：

く

び

ノ 

：
，

■

:

:

:

-

.
■

‘

：

.

'

:

.
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•

.

.
 

. 

,

'

.
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一
.

:

:

 

.

:

'

.

以
上
湯
本
家
の
地
主
経
営
を
各
部
；門
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
が
、
全
体
に
共
通
す
る
性
格
は
、
強
い
村
方
と
武
士
'へ
の
密
着
生
で
あ
ろ
う
0

農
業
経
営
は
畑
方
の
商
品
作
物
を
媒

介

と

す
る
の
で
は
な
べ
、
年
貢
余
剰
米
に
よ
る
商
品
流
通
へ
.の
参
加
を
基

調

と
し
て
い
る
し
、
.：

こ
れ
を
年

•
 

-
 

■

雇
.

日
雇
の
雇
用
労
カ
に
依
存
す
る
地
主
手
作
経
営
が
茭
え
て
い
る
点
.

に
特
質
が
あ
る
。
商
品
た
る
米
の
入
手
が
手
作
米
に
頼
o'

て

、，
る
限
り
、
 

米
販
売
量
は
微
^

た
る
も
の
で
あ
ろ
う
。，.
し
が
し
、，
そ
の
^

う
な
手
作
米
•

抵
当
流
れ
の
.

武
士
の
扶
持
米
'

,

少
量
の
：小
作
米
の
合
計
が
湯
本
家
の 

穀
屋
経
営
の
出
発
点
で
あ
っ
：た
で
あ
ろ
う
し
:'

酒
造
米
を
中
心
と
す
る
、'
.

こ
の
'

地
域
.

の
米
流
通
組
織
に
：加
入
す
る
こ
と
に
よ
り 

げ
る
こ
>

が
^

ざ
た
。
こ.
め
布
場
を
形
成
す
る
の
は
、
直
接
生
産
者
た
.

る
農
民
及
び
武
士
、
更
に
湯
本
の
よ
う
な
米
穀
取
引
業
者
と
、
米
の
需
要 

者
た
る
酒
造
業
者
で
あ
り
、
町
方
は
：こ
こ
で
は
：消
極
的
*:

役
割
し
.

か
果
し
て
い
な
い
。：

同
様
な
こ
と
は
、
金
融
業
に
も
妥
当
し
、
武
士
と
村
方
が 

'

重
要
な
貸
；
先
：で
あ
っ
た
。
た
だ
、
穀
屋
経
営
と
異
な
り
、
湯
本
家
.

の
村
方
に
対
す
る
貸
付
は
崎
玉
.

村
を
•

中
心
と
し
て
お
り
、
也
村
へ
は
む
し
ろ 

.

伸
び
悩
ん
で
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
い
し
よ
う
0

即
ち
、
米
穀
取
引
と
は
異
な
り
、
金
融
業
め
他
村
進
出
は
困
難
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
.同
業
者 

と」

の
激
し
い
争
い
が
予
想
さ
れ
る
。
し
か
じ
、
酒
造
業
の
場
合
は
む
し
ろ
米
穀
取
引
に
匹
敵
す
る
領
域
に
拡
が
つ
て
お
り
、
.

崎
.玉
村
は
副
次
的
な

音
義
し
か
も
た
な
いの

：：

で
あ
る
。
金
融
業
を
別
と
ず
れ
ば
，
穀
屋
経
営
も
酒
造
経
営
も
一
村
.

の
領
域
を
越
え
か
な
り
の
広
範
囲
を
対
象
'

と
し
-

. 

• 

V
. 

•
, 

•
. 

.

て、

い
ず
れ
も
農
民
の
購
買
力
を
前
提
と
し
て
.

お
り
、
そ
こ
；に
幕
末
期
に
お
げ
る
農
村
市
場
の
存
在
を
認
.

め
：得
る
。

.

文
書
に
み
ち
れ
る
限
.

り
、.
湯
本
家
ば
農
業
手
作
経
営
と
質
&

.

を
.

最
初
の
経
.

営
と
し
て
い
る
。
手
作
経̂

は
そ
の
性
格
か
ら
し
て
、
急
i

な

A

つ

.
‘ 

.

.

. 

,

.

.
' 

;
• 

. 

. 

- 

• 
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. 
ノ
 

一.
.
.
'
.
.
.
.

'

.
 

.

大
規
獏
な
発
展
は
不
可
能
で
：あ
る
t

、
賀
屋
も
1

自
村
と
武
士
を
相
手
と
す
.

る
消
費
貸
借
を
主
と
し
.

て
い
る
限
り
は
、：
と
れ
以
上
発
展
す
る
こ
と

.

.

.
 

.

 

•

 ,

 

•

 

.

■

は
困
難
で
.

あ
づ
た
'

ろx
r
v。

穀
.

屋
経
営
と
酒
造
業
は
、
湯
本
家
；0

地
主
経
営
の
.

発
展
が
.

、
そ
の
ょ
ぅ
な
行
詰
り
；を
打
開
す
る
，た
め
の
手
段
で
あ
っ
た 

と
考
え
ら
れ
る
し
、
農
民
購
買
力
を
前
提
ど
す
る
こ
の
ー
1

づ
の
経
営
.

は
、
：幕
末
期
に
お
げ
る
こ
の
：地
域
の
地
主
経
営
の
：あ
り
方
の
一
つ
を
示
し
て

-
' 

‘
 

’
 
:

 

• 

.

.パ.
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：
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.
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.
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.

.

 

■
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い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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武
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国
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地
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